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当時は「20歳になればやめるだろう」と安易な気持ちでした…

　息子がシンナーを吸い始めたのは高校 1 年生のとき。それは長い長い多くの人を巻

き込んだ薬物との戦いの始まりでした。当時は「20 歳になればやめるだろう」と安易な

気持ちでした。それでも一向に止める気配はなく、シンナーの怖さの情報が分かると、

いてもたってもいられなくなりました。

　はじめは「なんで？どうして？何に不満があってシンナーに手を出したの？」という

思いばかりでした。主人と 2 人で「止めなさい !!」と叱りつけたり、「お願いだから止め

てちょうだい」と泣きながら懇願したり、その連続でした。当時は、本人の心境など思い

が及ばず、本人の苦しみとか、家族間のひずみに気がついたのは、十数年も続く戦いの

後、家族会につながってからでした。

　身も心も疲れ果て、誰にも相談できない状態にありながら、大切なご本人をなんとか立ち直ら

せようと必死になっているご家族の姿は、薬物依存症からみると格好の利用相手です。

　ご家族が、これを機会に立ち直ってほしいと心から願って「今回だけだよ」とご本人の作っ

た借金の肩代わりをしてあげたとしましょう。そうすると薬物依存症は「これでまた借金がで

きる」「また薬物が買える」と大喜びです。たとえご本人の心が感謝の気持ちでいっぱいで、ご

家族のためにももう二度と薬物を使わないと固く決めたとしても、そんなことはなんの役に

も立たないのです。それほどに薬物依存症という障害は強い力をもっています。

なんとかやめさせようと こんなにいっしょうけんめいやっているのに どうしてうまくいかないの？

2 薬物依存症と家族の悪循環
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　ご本人が薬物使用のために体調を崩したときに、なんとか愛情で立ち直らせてあげたいと

ご家族が懸命に世話をすることはどうでしょうか。それは薬物依存症者本人からすると「あ

あ、よかった、体が元気になってくれればまた薬物が使える」ということになります。

　なんとか薬物使用をやめさせようとご家族が必死になって止めたり叱ったりすることはど

うでしょうか。ご本人は追い詰められるとイライラします。するとその人の中にいる薬物依存

症は待っていましたとばかりにこうささやくのです。「薬物を使えば嫌な気持ちが吹っ飛ぶ

よ」「何もかも忘れてハイになろうよ」。

　これではご家族の必死の努力がなんの役にも立たないどころか、かえって薬物依存症とい

う障害を重症化する結果となってしまっています。このように、依存症はご本人だけでなく、

周囲の人も障害の悪循環に巻き込んでいくという性格をもっていますが、ご家族の方は最初

の頃なかなかそのことに気づくことができません。後になってこれでは問題の根本的な解決

にならないと気がついたとき、たいていのご家族は困り果てて孤立無援の状態です。そんなと

き、家族にできることはどんなことでしょうか。この悪循環から一日でも早く抜け出すため

に、まず何からはじめるのがよいでしょうか。

　　　回復のためにご家族にできることは三つあるといわれています。

　まずひとつは、薬物依存症という障害について学ぶことです。ご本人とご家族の共通の敵で

ある薬物依存症と効率よく戦うには、まずその障害がどういうものかということについて多

くの情報を得る必要があります。薬物依存症はれっきとした障害ですから、医学的・心理学的

側面から理解を深めることは有益でしょう。ま

た、回復に有効な資源やそこでどのような治療

が行われているかを知ることも必要です。さら

に、薬物依存症は様々な犯罪や借金問題と関連

することが多いので、法律のことについてもあ

る程度知っておくと役立つでしょう。学ぶべき

ことがたくさんあります。

　二つ目は、薬物依存症者ご本人に対する適切

な対応方法を身につけることです。ご家族の方 薬物依存症について学びましょう。

3 大切な人のために家族ができること


